
 

日本電波工業株式会社は、オートクレーブと呼ばれる高温高圧の巨大な育成炉で作った人

工水晶製品で、年商500億円を売り上げる企業です。このオートクレーブは狭山工場にし

かありません。会社を案内して頂いた総務課長の加藤正樹さんは、「品質は命」「完璧な商

品を提供したい」「水晶を育てる」とおっしゃっていました。その言葉には、1日０.５ｍｍ

の水晶の成長を半年間もじっと見守る気持ちが込められているように感じました。 

水晶にはどんな働きがある？ 

水晶を発振回路に接続すると正確に安定した振動

を起こします。その正確さは地球上のどの鉱物よ

りも優れています。その振動から得られる信号で、 

① 時間を刻む（時計等） 

② 正確な電波を作り出す（携帯電話の発信等） 

③ 通信タイミングを合わせる（データ通信等） 

④ 特定の周波数だけ受信する（ラジオ等） 

⑤ 微量質量変化の検出をする（周波数の変化

によるウイルス単位の計測） 

ことができます。現在、この原理を私たちの身の

回りのさまざまな機器に利用しているのです。 

人工水晶の育成 

天然水晶は「不純物が多い」「形状にバラツキがあ

る」「値段が高い」等の理由から、人工水晶の開発

が必要になりました。人工水晶は「不純物が少な

い」「高品質」「安定供給できる」「安価」「加工し

やすい」等の特徴があり、水晶本来の特性を最大

限に引き出すことがで 

きます。狭山工場で 

は出来上がった人工 

水晶を目的の仕様に 

合わせて指定の角度 

と厚みに切断します。 

 オートクレーブ上部に種子水晶を、下部に原料の屑水晶（ラスカ）を入れ、

アルカリ溶液で満たし加熱します。上部の温度を約３５０度、下部の温度を

約４００度にすると、高温高圧下で溶解した原料のラスカが自然対流によっ

て上部に移動して種子に付着し、人工水晶が成長をはじめます。成長域の種 

どうして人工水晶が必要？ 

子は毎日約0.5mmほど成長を

続け、小さいもので約2ヶ月、大

きいもので約半年をかけ、必要

な大きさの結晶に成長します。 
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完成した人工水晶の結晶の一つ 
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成長域にできた人工水晶 

建物の２階ほどの高さがある カメラ用 時計用 

一つの人工水晶から作られる 
水晶デバイスの数 

 



エンジンコントロール 腕時計 

タブレット 

テレビ 
洗濯機 

電子レンジ 

ゲーム機 

ビデオレコーダー エアコン 
パソコン ＨＥＭＳ 

蓄電池 

スマートメーター 

ＥＴＣ 

ＥＶ/ＨＥＶ カーナビ 

無線ラン 
メーター類 

ホーム 
ゲートウェイ 

車載カメラ 

クラウド 

パワーステアリング 

キーレスエントリー 

オーディオ 冷蔵庫 

トランスミッション スマートフォン 

通信衛星 

ＧＰＳ 

宇宙開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ狭山に工場が？ 

同社の製品に欠かせない人工水晶を作るためには、オートクレープを設置する必要があります。オートク

レープとは大砲の筒のようなもので、円筒形の鉄をくり抜いて作ります。高さ１５メートル、総重量１１８

トンの、中が高温高圧の容器です。三分の一は地下に埋まりますが、とても重いので地盤の固い所でないと

設置できません。その当時青梅に工業用地の候補があったのですが、地下水位が高く、地盤もゆるい為不向

きでした。そこでどこかに無いかと探していたところ、狭山市に広い土地が見つかりました。狭山は海抜約

７７ｍ、入間川の北側には秩父の固い地盤がかかっていました。地元の協力もあり、広大な土地を手に入れ

ることができたので、狭山に新工場を作ることになったということでした。 

 

小さな水晶が世界を動かしている 
会社訪問 

水晶は身の回りで、こんなにあなたをサポート… 

水晶はスマートフォンなどの情報通信機器、テレビなどのＡＶ機器、電子機器、光通信網などと多岐に渡

り、私たちの生活に無くてはならない電子部品です。また、デジカメのデータ記録のときに使われる光学用

水晶フィルター、医療用超音波診断装置のセンサー等にも利用されています。 

Home Energy Management System 
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